
書
§

評

津
田
秀
夫
著

『
幕
末
社
会
の
研
究
』

水
　
本
　
邦
　
彦

　
三
大
改
革
論
、
合
翠
堂
研
究
等
と
並
び
、
著
者
津
田
秀
夫
氏
に
は
周
知
の

如
く
、
畿
内
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
近
世
農
村
社
会
に
関
わ
る
研
究
が
あ
る
。

本
書
は
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
幕
末
・
維
瓢
期
の
農
村
社
会
構
造
を
扱
っ
た
論

文
四
篇
を
取
上
げ
、
か
つ
未
発
表
論
文
「
歴
史
学
と
そ
の
方
法
（
試
論
）
」

を
冨
頭
に
掲
げ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
（
な
お
、
既
発
表
論
文
四
篇
は
、

本
書
集
録
に
際
し
て
若
干
補
筆
さ
れ
て
い
る
）
。

　
ま
ず
、
読
書
の
構
成
を
示
し
て
み
よ
う
。

　
　
序
論
　
歴
史
学
と
そ
の
方
法
（
試
論
）

　
　
幕
末
・
維
新
期
の
農
村
構
造

　
　
幕
末
・
維
薪
期
の
近
郊
農
村
の
性
格

　
　
封
建
社
会
解
体
過
程
と
地
主
制
の
展
開

　
　
幕
末
期
の
雇
傭
労
働
に
つ
い
て

　
　
あ
と
が
き

　
墓
末
・
維
新
期
の
農
村
構
造
を
扱
っ
た
第
二
～
第
五
論
文
が
、
い
ず
れ
も

当
該
時
期
研
究
上
の
必
読
論
文
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
改
め
て
雷
う
ま
で

も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
第
一
論
文
や
あ
と
が
き
に
は
、
著
者

宙
身
の
歴
史
研
究
、
幕
末
・
維
新
研
究
へ
の
関
わ
り
方
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
本
書
は
単
な
る
学
術
専
門
書
に
留
ま
ら
ず
、
や
や
高

度
で
は
あ
る
が
、
近
世
史
研
究
の
入
門
書
と
し
て
の
性
格
を
も
合
わ
せ
持
つ

も
の
で
あ
る
。

　
正
直
な
所
、
私
は
著
者
の
講
義
を
教
室
後
方
に
坐
し
て
受
動
的
に
傾
聴
す

る
生
徒
の
如
き
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
の
点
に
お
い
て
も
評
者
た
る
資
格
を
持

ち
合
わ
せ
ぬ
者
で
あ
る
が
、
以
下
、
能
力
の
範
囲
内
で
内
容
の
要
約
を
行
な

い
、
あ
わ
せ
て
若
干
の
感
想
を
記
し
て
書
評
に
代
え
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
す

る
。
　
　
　
　
　
　
二

　
さ
て
、
本
書
に
集
録
さ
れ
た
諸
論
文
は
、
あ
と
が
き
に
も
明
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
共
通
し
た
問
題
関
心
で
貫
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ

の
論
文
も
、
　
「
日
本
近
代
の
出
発
点
を
把
握
す
る
の
に
、
そ
れ
を
さ
さ
え
る

よ
う
な
条
件
な
し
で
、
は
た
し
て
日
本
近
代
の
展
開
が
可
能
で
あ
っ
た
か
と

い
う
疑
問
」
　
（
三
一
二
頁
）
か
ら
出
発
し
、
　
「
日
本
の
近
世
国
家
支
配
を
さ

さ
え
た
祉
会
原
理
と
は
異
な
る
む
し
ろ
近
代
的
要
素
が
、
い
か
に
対
外
的
契

機
を
受
け
る
前
に
成
立
し
、
受
け
る
段
階
に
い
た
っ
て
も
初
期
に
は
み
ず
か

ら
の
近
代
を
作
り
出
す
の
に
作
用
し
て
い
た
か
を
知
る
た
め
」
　
（
同
右
）
に

紀
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
か
か
る
闇
題
関
心
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
各
論
文
に
つ
い
て
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
つ
つ
辿
っ
て
み
よ
う
。

　
　
「
序
論
　
歴
史
学
と
そ
の
方
法
（
試
論
）
」
は
、
言
う
な
れ
ば
、
幕
末
・

維
新
期
研
究
の
意
義
と
課
題
を
射
程
に
置
き
な
が
ら
展
開
さ
れ
た
、
史
学
概

論
で
あ
っ
て
、
現
代
社
会
に
お
け
る
歴
史
学
研
究
の
意
義
、
同
本
．
ア
ジ
ア

・
世
界
の
関
係
、
世
界
史
の
墓
本
法
鋼
と
日
本
史
と
の
関
連
、
幕
末
社
会
研
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評書

．
究
の
意
義
、
等
々
、
そ
の
論
点
は
多
岐
に
百
…
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
著
者

の
主
張
を
端
的
に
表
現
す
る
の
は
、
「
自
選
史
の
立
場
か
ら
の
日
本
史
研
究
扁

と
い
う
提
超
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぽ
日
本
中
心
主
義
の
圏
史
学
と
も
、
ま
た
そ

の
批
判
と
し
て
提
出
さ
れ
た
、
世
界
史
の
基
本
法
期
を
前
提
と
す
る
一
国
史

と
し
て
の
豊
本
史
と
も
異
な
り
、
　
「
概
族
的
資
任
を
負
う
べ
ぎ
歴
史
変
革
の

主
体
に
た
い
し
て
、
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
の
立
場
か
ら
の
問
題
提
起
を
含

む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
　
（
二
六
頁
）
も
の
で
あ
っ
て
、
　
「
世
界
資

本
主
義
の
運
動
法
期
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
、
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
人
民
闘
争

が
資
本
主
義
に
対
抗
し
つ
つ
、
解
放
や
変
革
を
推
進
す
る
主
体
と
な
っ
て
い

る
の
を
、
国
内
史
の
課
題
と
し
て
展
耀
し
て
い
く
こ
と
」
　
（
同
右
）
を
内
容

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
提
起
は
、
仁
者
が
幕
末
・
維
漸
研
究
を
、
　
「
畠

国
史
の
立
場
か
ら
臼
本
の
役
麟
を
検
討
す
る
恰
好
の
蒔
期
で
あ
る
」
　
（
一
二
五

頁
）
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
、
興
味
深
い
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
再
度
触
れ
る
つ
も
り
で
あ
る
故
、
こ
こ
で

は
、
　
一
九
七
七
年
成
稿
の
奥
付
け
が
示
す
様
に
、
本
論
文
は
本
書
集
録
論
文

中
耳
も
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
著
者
の
今
後
の
研
究
に
際
し
て
の

視
角
提
示
、
と
い
う
意
味
あ
い
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
の
み
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

　
第
二
論
文
「
幕
末
・
維
新
期
の
農
村
構
造
」
　
（
一
九
七
二
年
）
は
、
一
九

六
九
年
発
刊
の
佐
々
木
潤
之
介
氏
著
『
幕
宋
社
会
論
』
に
対
す
る
、
著
者
の

批
判
を
論
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
で
提
示
さ
れ
た
周
知
の

如
き
半
プ
ロ
論
に
対
し
て
、
著
妻
は
、
　
「
幕
末
・
維
新
期
に
お
い
て
農
村
に

滞
留
せ
し
め
ら
れ
た
零
細
な
無
高
屠
を
、
単
純
に
農
業
労
働
の
た
め
に
の
み

滞
留
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
い
切
っ
て
し
ま
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
か
」
　
（
四
一
頁
）
と
問
い
、
農
業
経
営
に
選
流
さ
れ
な
い
賃
論
叢
n
原
生

プ
ロ
の
存
在
を
摘
出
さ
れ
る
。
論
証
の
主
た
る
素
材
は
、
明
治
四
年
河
内
圏

丹
南
豊
岡
村
の
戸
籍
簿
で
あ
る
、
氏
は
ま
ず
、
一
八
五
軒
の
羅
住
者
中
一
方

の
概
に
一
二
名
の
地
主
階
級
が
、
ま
た
他
方
の
極
に
一
二
擬
の
二
身
以
下
層
、

九
八
軒
の
無
高
層
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
上
で
、
次
の
如
く
整
理

さ
れ
る
。
①
こ
こ
に
見
え
る
地
主
階
級
に
は
問
屋
的
性
格
、
商
人
的
要
素
を

含
ま
ぬ
者
が
多
く
、
所
謂
三
位
一
体
の
豪
農
範
疇
で
は
捉
え
き
れ
ぬ
、
②
二

石
以
下
層
に
な
る
と
、
農
業
賃
稼
、
糸
稼
、
毛
綿
糸
稼
細
心
労
働
者
の
原
生

的
形
態
と
捉
え
う
る
者
が
存
在
す
る
、
③
無
高
層
は
、
小
作
人
、
農
工
商
兼

業
、
農
業
賃
稼
、
毛
無
賃
稼
、
毛
綿
賃
稼
兼
小
作
人
、
職
人
、
そ
の
他
に
分

類
で
き
る
。
か
か
る
整
理
の
上
で
結
論
と
し
て
、
著
者
は
、
無
高
層
の
う
ち

の
農
業
賃
稼
層
、
同
率
賃
稼
腰
に
着
澤
、
こ
れ
を
、
後
に
マ
ニ
ュ
経
営
に
吸

収
さ
れ
中
小
企
業
の
通
勤
労
働
老
と
な
る
者
の
原
基
形
態
と
捉
え
、
原
生
プ

β
と
呼
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
様
に
論
じ
ら
れ
た
本
論
文
は
、
戸
籍
簿
の
詳
細
な
分
析
に
韮
つ
い
て

い
る
と
い
う
点
で
、
説
得
力
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
疑
問
点
と
し
て
、
原

生
プ
ロ
に
対
立
す
る
資
本
の
あ
り
方
如
何
と
い
う
点
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

著
者
自
身
後
に
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
　
「
い
か
に
雇
傭
主
が
た
ん
に
他
人
労
働

を
雇
傭
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
指
摘
し
よ
う
と
も
、
そ
の
経
営
を
ブ
ル
ジ

ョ
ア
的
性
格
を
も
つ
も
の
と
は
」
　
（
二
五
三
頁
）
即
萎
え
ぬ
の
で
あ
り
、
従

っ
て
農
業
賃
稼
煙
硝
を
原
生
プ
ロ
と
規
定
す
る
か
ら
に
は
、
彼
等
を
雇
傭
す

る
資
本
の
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
筈
だ
が
、
こ
の
点
は
あ
ま
り
明
確
で
は
な

か
っ
た
様
に
思
う
。
本
論
文
が
と
り
わ
け
佐
々
木
説
批
判
を
眼
目
と
し
て
い

る
以
上
、
一
層
こ
の
間
題
の
検
討
が
望
ま
れ
る
所
で
あ
る
。

　
第
三
論
文
「
幕
末
・
維
薪
期
の
近
郊
農
村
の
性
格
」
　
（
一
九
七
六
年
）
は
、

第
二
論
文
と
並
ん
で
佐
々
木
氏
批
判
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
大
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坂
に
お
け
る
打
こ
わ
し
に
つ
い
て
の
氏
の
評
価
を
示
す
と
い
う
意
味
を
持
つ

も
の
で
あ
っ
て
、
摂
津
圏
西
成
雨
中
在
家
村
を
例
と
し
て
、
暮
末
期
都
市
近

郊
農
村
に
お
け
る
社
会
関
係
、
都
市
と
近
郊
農
村
と
の
連
繋
条
件
等
の
聞
題

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
分
析
結
果
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
①
す

で
に
宝
暦
期
に
は
、
所
有
と
経
営
の
分
裂
な
ど
石
高
所
持
に
よ
る
階
層
把
握

が
困
難
な
状
況
が
生
ま
れ
、
石
高
制
の
形
骸
化
が
見
ら
れ
る
、
②
近
世
後
期
、

本
村
で
は
換
金
作
物
栽
培
が
主
体
と
な
り
、
こ
れ
を
背
景
に
局
地
市
場
圏
が

繰
り
返
し
成
立
、
な
お
稲
作
生
産
は
自
給
食
料
獲
得
の
位
遣
を
占
め
る
に
過

ぎ
な
い
、
③
閏
治
四
年
戸
籍
簿
に
よ
れ
ば
、
農
罠
的
商
品
生
産
・
流
通
に
関

わ
り
再
生
産
を
営
む
、
多
数
の
非
農
業
老
の
存
在
が
注
掻
さ
れ
る
、
等
々
。

　
本
論
文
は
、
膨
大
な
史
料
を
駆
使
し
た
、
集
録
論
文
中
細
長
編
作
で
あ
り
、

都
市
近
郊
農
村
の
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
具
体
相
を
眼
の
当
た
り
に
彷
彿

と
さ
せ
る
力
作
で
あ
る
が
、
第
二
論
文
と
の
関
係
で
素
朴
な
疑
間
を
挙
げ
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
同
じ
く
明
治
四
年
戸
籍
簿
が
素
材
と
し
て
利
用
さ
れ
な

が
ら
、
こ
こ
で
は
何
故
原
生
プ
ロ
が
摘
出
さ
れ
な
い
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

本
論
文
中
に
佐
々
木
説
批
判
の
論
証
を
、
評
者
な
り
に
見
嫁
す
と
す
れ
ば
、

そ
の
一
つ
は
、
こ
こ
で
摘
出
さ
れ
た
非
農
業
者
が
、
半
プ
揖
で
は
な
く
む
し

ろ
前
期
プ
ロ
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も
、
何
故
中
垣
家
村
で
は
原
生
プ
ロ
が
摘
出
さ
れ
ぬ
の
で
あ
ろ

う
か
。
本
論
文
が
第
二
論
文
の
後
を
受
け
て
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
関

係
し
て
、
こ
の
点
触
れ
ら
れ
て
然
る
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
の
だ
が
。

　
収
録
論
文
中
最
も
早
い
発
表
年
次
を
持
つ
、
第
四
論
文
「
封
建
社
会
解
体

過
程
と
地
主
制
の
展
開
」
　
（
一
九
五
八
年
）
は
、
良
く
知
ら
れ
て
い
る
様
に
、

著
者
の
地
主
制
に
つ
い
て
の
理
解
を
総
括
的
に
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
本
論
文
は
、
こ
の
分
野
の
研
究
史
に
お
い
て
古
典
的
位
置
を
占
め
る

も
の
で
あ
り
、
今
更
紹
介
す
る
必
要
も
な
い
所
で
は
あ
る
が
、
評
者
の
学
習

と
い
う
意
味
で
、
若
干
の
ま
と
め
を
行
な
っ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
第
一
節

で
は
、
地
主
的
土
地
所
有
を
規
定
し
て
、
　
コ
癒
で
は
、
封
建
的
本
質
を
も

ち
な
が
ら
、
他
面
で
は
、
領
主
的
土
地
所
有
に
対
抗
す
る
よ
う
な
性
格
を
持

つ
」
　
（
一
六
八
頁
）
も
の
で
あ
り
、
領
主
的
土
地
所
有
と
事
実
上
の
農
民
的

土
地
所
有
と
の
対
抗
関
係
を
前
提
に
成
立
し
て
来
る
も
の
と
し
た
上
で
、
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
契
機
挫
折
論
を
批
判
し
つ
つ
、
地
主
制
再
生
産
構
造
の
一
環
に

ブ
ル
ジ
翼
ア
的
商
晶
生
産
を
認
め
る
こ
と
を
主
張
さ
れ
る
。
つ
い
で
第
二
節

で
は
、
幕
同
体
掴
下
に
お
け
る
地
主
小
作
関
係
の
諸
段
階
を
、
第
一
次
名
田

小
作
、
質
地
小
作
、
第
二
次
名
田
小
作
の
三
形
態
に
分
類
、
前
二
者
は
い
ず

れ
も
近
代
地
主
制
の
起
点
た
り
え
ず
、
事
実
上
の
農
民
的
土
地
所
有
を
前
提

に
成
立
す
る
第
二
次
名
田
小
作
段
階
こ
そ
が
、
そ
れ
に
該
当
す
る
と
論
じ
ら

れ
る
。
か
か
る
整
理
を
前
提
し
た
上
で
、
以
下
第
三
節
・
第
四
節
で
は
第
二

次
名
田
小
作
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
形
成
の
た
め
の
条
件
と
し
て
の
共
同
体

の
解
体
、
賃
労
働
の
性
格
、
商
品
生
産
・
流
通
等
の
状
況
を
述
べ
ら
れ
、
第

五
節
に
お
い
て
は
地
主
制
展
開
の
諸
要
因
（
共
同
体
の
不
十
分
な
解
体
段
階
、

貨
幣
・
信
用
制
度
の
未
発
達
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
へ
の
幕
藩
制
的
規
定
性

等
）
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。

　
畿
内
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
か
つ
ブ
ル
ジ
駐
ア
的
発
展
を
強
調
す
る
論

者
に
限
っ
て
さ
え
も
、
著
者
と
は
理
解
を
異
に
す
る
何
人
か
が
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
こ
の
分
野
に
自
ら
の
仕
事
を

持
た
ず
、
ま
た
学
生
聖
代
、
膨
大
な
研
究
史
に
恐
れ
を
な
し
て
後
期
研
究
か

ら
逃
げ
出
し
た
経
緯
を
持
つ
評
者
に
と
っ
て
、
著
者
の
見
解
を
云
々
し
う
る

力
も
な
く
、
そ
の
任
で
も
な
い
。
た
だ
、
幕
藩
制
社
会
の
構
造
に
関
心
を
も

つ
老
と
し
て
、
本
論
文
か
ら
敦
え
ら
れ
た
点
を
記
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
著
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評弱

者
が
第
二
次
名
田
小
作
と
対
比
さ
せ
て
質
地
小
作
段
階
を
置
き
、
こ
れ
に
つ

い
て
、
　
「
小
作
人
の
側
に
、
小
作
人
と
は
い
え
、
な
お
本
百
姓
と
し
て
の
権

利
が
依
然
と
し
て
保
留
さ
れ
て
い
る
の
を
、
み
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
」

（一

ｵ
六
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
質
地
小
作
の
成
立
を

必
ず
し
も
即
本
百
姓
体
制
の
解
体
開
始
と
は
し
な
い
、
と
捉
え
て
お
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
著
者
の
こ
う
し
た
理
解
は
、
漠
然
と
質
地
の
展
開
u
本
百
姓

体
制
の
解
体
な
ど
と
考
え
て
い
た
評
者
に
と
っ
て
、
趣
め
て
示
唆
的
な
も
の

で
あ
り
、
本
論
文
の
古
典
た
る
所
以
は
、
こ
う
し
た
点
に
も
現
わ
れ
て
い
る
、

と
秘
か
に
思
う
次
第
で
あ
る
。

　
第
五
論
文
「
幕
末
期
の
薩
傭
労
働
に
つ
い
て
」
　
（
一
九
六
ケ
年
）
は
、
幕

末
期
に
近
代
的
労
働
の
端
緒
的
形
態
を
見
出
せ
る
か
、
見
出
せ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
先
進
資
本
主
義
の
影
響
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
否
か
、
と
の
自
問
か

ら
出
発
し
、
研
究
史
の
批
判
的
検
討
、
具
体
的
史
料
分
析
を
通
じ
て
、
開
港

前
、
農
業
・
農
村
工
業
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
賃
労
働
の
端
緒
的
存
在
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
を
論
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
事
例
の
一
つ
は
、

和
泉
国
宇
多
大
津
村
を
中
心
と
す
る
機
業
地
帯
に
お
け
る
動
向
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
天
保
～
嘉
永
期
の
作
付
反
別
帳
等
を
素
材
に
、
以
下
の
諸
特
微
が

指
摘
さ
れ
る
。
①
他
人
労
働
力
雇
傭
層
と
し
て
、
密
農
・
地
主
・
中
農
上
層

と
織
屋
層
が
存
在
す
る
、
②
農
業
麗
傭
労
働
者
に
は
村
内
出
身
年
季
奉
公
人

を
中
心
に
、
露
分
け
奉
公
人
の
出
現
が
見
ら
れ
る
、
③
織
屋
の
場
合
は
女
子

臼
雇
労
働
者
が
圧
倒
的
で
あ
る
、
④
労
働
力
放
出
階
層
は
、
階
層
自
体
が
著

し
く
賃
労
働
者
化
し
て
い
る
、
⑤
象
族
労
働
力
の
み
に
よ
る
経
営
階
層
と
し

て
は
、
中
農
、
小
織
屋
、
小
稼
入
、
小
商
人
が
存
在
す
る
が
、
幕
藩
制
下
の

基
本
階
層
皿
小
農
は
全
体
の
一
〇
％
以
下
に
落
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
具
体

的
事
例
の
他
の
一
つ
天
保
期
の
和
泉
大
鳥
村
に
お
い
て
は
、
農
業
面
で
の
賃

労
働
の
端
緒
的
形
態
が
摘
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
分
析
結
果
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。
①
本
村
で
は
一
年
季
奉
公
人
が
過
半
を
占
め
る
も
の
の
、
男
子
労

働
に
限
れ
ば
一
年
季
奉
公
人
と
日
分
け
奉
公
人
は
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
、
②
こ

こ
に
慕
う
日
分
け
奉
公
人
の
基
本
的
性
格
は
、
成
年
男
子
の
熟
練
労
働
で
あ

っ
て
、
戸
主
の
場
合
が
多
く
、
高
賃
銀
を
取
っ
て
い
る
、
③
目
分
け
奉
公
人

は
農
業
経
営
に
お
け
る
雇
傭
労
働
者
と
し
て
の
み
現
わ
れ
る
、
④
一
年
季
奉

公
人
の
中
に
も
、
小
経
営
に
回
帰
す
る
年
季
奉
公
人
（
第
一
種
年
雇
労
働
）

の
外
に
、
日
分
け
奉
公
入
谷
性
格
の
も
の
（
第
二
種
）
が
存
在
す
る
、
⑤
第

二
種
年
雇
労
働
こ
そ
が
、
農
業
に
お
け
る
賃
労
働
に
結
び
つ
く
性
格
の
も
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
成
立
の
た
め
に
は
第
二
次
名
田
小
作
段
階
を
条
件
と
し
て

い
る
。

　
以
上
が
、
第
五
論
文
の
要
約
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
十
分
理
解
で
き
な
か

っ
た
点
は
、
日
分
け
奉
公
人
と
第
二
種
年
雇
労
働
と
の
類
似
に
つ
い
て
で
あ

る
。
著
者
の
分
析
に
従
え
ば
、
確
か
に
両
者
は
い
ず
れ
も
戸
主
労
働
を
含
め

た
成
年
熱
練
労
働
者
と
い
う
点
で
類
似
し
て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
大
部
分
が
借
地
に
よ
る
自
己
経
営
を
持
っ
て
い
る
」
　
（
三
一
〇
頁
）
と
い

う
日
分
け
奉
公
人
の
特
徴
は
、
第
二
種
年
雇
労
働
と
の
間
に
決
定
的
差
異
の

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ま
り
、
第
二
種
重
爆
労

働
に
対
し
て
は
、
日
分
け
奉
公
人
に
対
す
る
規
定
、
　
「
地
主
制
形
成
器
で
の

地
主
小
作
関
係
に
さ
さ
え
ら
れ
た
初
期
的
賃
労
働
の
一
つ
の
形
態
」
（
同
定
）

は
、
該
目
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
、
一
知
半
解
の
誘
は
免
れ
が
た
い
が
、
著
者
の
分
析
を
章
を
追
っ
て

辿
っ
て
み
た
。
次
に
、
通
読
し
て
感
じ
た
印
象
を
一
・
二
記
し
て
、
書
評
の

責
め
を
果
た
す
こ
と
に
し
た
い
。
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三

　
本
書
を
一
読
し
て
、
ま
ず
最
初
に
持
っ
た
印
象
は
、
個
々
の
テ
ー
マ
、
批

判
対
象
の
差
こ
そ
あ
れ
、
二
〇
年
に
亘
っ
て
持
続
さ
れ
た
聞
題
関
心
の
一
貫

性
（
日
本
近
代
へ
の
内
発
的
要
因
の
解
明
）
ど
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
執
拗
な

ま
で
の
追
究
姿
勢
に
対
す
る
敬
意
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
献
題
関
心
が
、

す
ぐ
れ
て
〃
現
代
”
に
対
す
る
著
者
自
身
の
関
わ
り
方
と
直
結
し
て
い
る
点

に
こ
そ
、
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
の
追
究
さ

れ
た
研
究
テ
ー
マ
は
、
例
え
ば
、
　
「
現
代
の
危
機
を
の
り
こ
え
る
た
め
に
は

（
中
略
y
成
り
行
き
に
ま
か
せ
る
と
い
う
受
身
の
消
極
的
な
姿
勢
よ
り
は
、

人
間
の
能
動
性
の
あ
る
態
度
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
」
　
（
九
頁
）
と
か
、

欄
体
認
識
の
確
立
・
個
人
の
尊
厳
性
を
基
礎
と
す
る
社
会
を
再
構
成
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
他
律
的
な
原
理
よ
り
は
自
発
的
な
態
度
が
重
要
で
あ
る
と
い

っ
た
指
摘
（
三
一
二
頁
）
等
々
、
随
断
に
記
さ
れ
る
境
代
の
要
講
と
固
く
結

び
付
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
と
も
す
れ
ば
研
究
史
の
粗
探
し
に
終
始
し
が

ち
な
評
者
に
と
っ
て
、
著
者
の
か
か
る
態
慶
は
学
ん
で
余
り
あ
る
も
の
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
豊
か
な
人
間
性
に
絡
付
け
ら
れ
た
教
育
・
研
究
態
度
と

い
う
の
が
、
最
近
評
者
が
耳
に
し
た
、
多
く
の
学
生
諸
君
の
期
待
す
る
教
師

像
で
あ
る
が
、
右
の
如
き
著
者
の
あ
り
方
が
、
こ
う
し
た
期
待
を
満
足
さ
せ

る
に
十
分
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
疑
い
な
い
所
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
に
、
本
書

を
し
て
近
世
史
研
究
の
入
門
書
的
性
格
を
も
合
せ
持
つ
も
の
と
評
し
た
の
は
、

か
か
る
意
味
に
お
い
て
な
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
内
容
に
即
し
て
見
た
場
合
、
本
書
に
対
し
て
不
満
が
な
い
訳

で
は
な
い
。
以
下
、
忍
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
と
さ
れ
て
来
た
畿
内
農
村
の
幕
末

漕
維
新
史
へ
の
位
凧
降
付
け
を
中
心
に
、
　
一
・
二
疑
問
を
記
し
て
み
た
い
。

　
著
者
は
、
畿
内
農
村
の
当
該
社
会
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
、
r
次
の
様
に

述
べ
ら
れ
る
。

　
　
も
っ
と
も
こ
の
（
社
会
変
革
の
i
評
者
）
起
爆
剤
は
畿
内
農
村
と
い
う

　
限
ら
れ
た
先
進
地
域
を
中
心
に
検
討
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
大
き
な
社
会
変

　
革
に
な
る
た
め
に
は
、
変
革
対
象
の
本
体
で
あ
る
後
進
地
域
で
の
社
会
変

　
化
が
驚
倒
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の

　
は
、
本
体
と
し
て
の
後
進
地
だ
け
で
は
社
会
変
草
を
ひ
き
お
こ
す
よ
う
な

　
社
会
変
化
は
生
ま
れ
が
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
起
爆
剤
と
し

　
て
の
先
進
地
域
の
社
会
変
化
だ
け
で
は
、
そ
の
ま
ま
日
本
全
体
の
変
革
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
も
た
ら
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
（
三
六
頁
）
。

こ
の
指
摘
は
、
著
着
が
本
書
に
集
録
さ
れ
た
諸
論
文
を
始
め
と
し
て
、
自
ら

の
研
究
成
果
を
幕
末
・
誰
新
史
上
に
位
置
付
け
る
為
に
示
さ
れ
た
、
地
域
類

型
の
骨
組
み
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
か
か
る
占
え
方
に
つ
い
て
は
、
幾
つ

か
の
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
一
つ
は
、
　
「
起
爆
剤
」
の
意
味
が

判
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
纂
末
期
畿
内
農
村
に
お
い
て
、
幕
寒
害
と
は
異
質

な
社
会
関
係
が
開
港
前
よ
り
展
開
し
て
い
た
と
い
う
主
張
は
、
通
読
し
て
良

く
理
解
で
き
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
如
何
な
る
意
味
で
「
変
草
の
起
爆
剤
」

た
り
え
た
の
か
、
そ
も
そ
も
「
起
爆
剤
」
と
は
何
か
、
等
に
つ
い
て
は
理
解

で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
本
書
に
社
会
変
革
自
体
に
つ
い
て
の
論
文
が
集

録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
関
わ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
の
後
へ
の
展
望
が
、

「
幕
末
に
お
い
て
経
済
構
造
・
社
会
構
造
と
、
政
治
形
態
は
独
自
の
原
理
に

し
た
が
っ
て
動
く
」
　
（
三
六
頁
）
と
か
、
　
「
幕
末
・
維
薪
期
の
農
民
闘
争
の

成
果
か
ら
政
権
構
想
が
生
ま
れ
て
こ
な
い
」
　
（
一
六
五
頁
）
と
い
っ
た
拙
象

的
表
現
で
片
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
拠
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
畿

内
饗
村
の
展
開
が
、
そ
の
後
の
社
会
変
革
・
社
会
構
造
に
如
何
に
関
わ
っ
た

の
か
、
こ
の
地
域
の
か
か
る
展
開
を
、
思
い
入
れ
を
以
っ
て
読
み
込
む
落
書
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評書

な
ど
に
と
っ
て
は
、
物
足
り
ぬ
所
で
あ
る
。

　
次
に
、
先
の
引
用
で
納
得
で
き
ぬ
点
は
、
　
「
先
進
」
と
「
後
進
」
と
の
関

係
掘
握
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
先
進
」
・
「
後
進
」
と
い
う
表
現
自
体
に
、
自

国
史
に
と
っ
て
否
定
さ
る
べ
き
一
国
史
的
発
想
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
差

し
当
た
り
措
く
と
し
て
も
、
何
故
「
後
進
地
」
だ
け
で
は
、
社
会
変
革
を
引

起
こ
す
社
会
変
化
は
生
ま
れ
が
た
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
先
の

「
先
進
」
地
域
紅
畿
内
贋
起
爆
剤
把
握
と
裏
腹
の
関
係
に
あ
り
、
著
者
の
研

究
成
果
を
位
置
付
け
る
に
際
し
て
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
所
で
あ
る
が
、
右
の

如
き
把
握
は
、
自
国
史
の
提
起
を
否
定
し
、
ま
た
著
者
自
身
の
こ
れ
ま
で
の

成
果
を
も
無
に
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
評
老
に
は
思
わ
れ
て
な
ら
な

い
。
と
い
う
の
は
、
短
絡
的
と
の
叱
責
を
恐
れ
ず
に
、
こ
れ
を
先
進
資
本
主

義
国
と
後
進
資
本
主
義
国
と
の
関
係
に
置
き
換
え
た
ら
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う

か
。
　
「
後
進
資
本
主
義
国
と
は
い
え
、
日
本
が
資
本
主
義
国
と
し
て
成
立
す

る
に
は
、
　
（
中
略
）
単
純
に
上
か
ら
の
コ
ー
ス
の
設
定
や
外
的
な
契
機
の
提

示
で
警
護
が
す
べ
て
つ
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
　
（
八
三
頁
）
と
問
い
、
さ
に

あ
ら
ざ
る
こ
と
を
力
説
さ
れ
る
著
者
が
、
国
内
の
後
進
地
に
対
し
て
右
の
如

き
断
定
を
論
証
抜
き
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
、
自
己
矛
盾
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
ま
た
か
か
る
把
握
は
、
後
進
国
二
本
に
は
そ
れ
独
自
で
は
社
会

変
革
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
結
論
に
、
つ
ま
り
著
者
自
身
の
長
年
に
亘

る
追
究
テ
ー
マ
の
否
定
に
繋
が
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
先
の

「
起
爆
剤
」
と
共
に
、
お
尋
ね
し
た
い
と
思
う
。

　
な
お
、
右
の
「
先
進
」
・
「
後
進
」
主
題
は
、
実
は
、
批
判
対
象
の
一
人
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
佐
々
木
潤
之
介
氏
へ
の
、
鋤
判
の
仕
方
に
も
関
わ
っ

て
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
佐
々
木
氏
が
如
何
に
考
え
て
お
ら
れ
る
か
は
別

と
し
て
、
そ
し
て
又
琉
の
所
論
の
当
否
は
措
く
と
し
て
、
薯
者
の
側
か
ら
見

れ
ば
佐
々
木
説
は
、
紛
れ
も
な
く
「
後
進
」
地
域
を
素
材
に
組
立
て
た
説
と

位
置
付
け
ら
れ
よ
う
が
、
こ
こ
で
の
批
判
方
法
は
自
国
史
構
築
に
と
っ
て
生

産
的
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
、
岡
村
の
地
主
は
佐
々
木
氏
の
豪

農
範
疇
で
は
律
し
切
れ
ぬ
と
か
、
無
高
層
に
は
半
プ
ロ
と
し
て
捉
え
ら
れ
ぬ

も
の
が
存
在
す
る
、
と
い
っ
た
様
に
、
著
者
の
方
法
は
、
豪
撲
・
半
プ
ロ
論

に
含
み
込
ま
れ
ぬ
も
の
の
存
在
を
指
摘
し
、
よ
っ
て
佐
々
木
説
を
挽
判
ず
る

形
を
取
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
研
究
史
の
上
で
、
右
の
朗
き
批
判
段
階
の

あ
る
こ
と
は
、
評
者
も
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
先
の
感
想
と
の
関

係
で
雷
え
ば
、
著
者
の
側
に
、
　
「
後
進
」
地
域
を
中
心
に
組
立
て
ら
れ
た
佐

々
木
説
を
包
摂
な
い
し
は
関
連
付
け
る
枠
組
み
（
否
定
形
に
お
い
て
で
は
な

く
）
が
欲
し
い
、
と
い
う
要
求
を
持
つ
の
で
あ
る
。
自
国
史
の
立
場
の
提
起

に
際
し
て
指
摘
さ
れ
た
次
の
如
き
点
、
　
「
国
際
的
関
連
性
の
も
と
に
把
握
さ

れ
た
歴
史
的
諸
条
件
を
、
ふ
た
た
び
日
本
史
の
な
か
に
も
ち
込
み
、
臼
本
国

内
で
の
階
級
関
係
の
変
革
の
問
題
に
再
投
入
す
る
」
　
（
二
六
頁
）
必
要
性
は
、

「
先
進
」
地
域
と
「
後
進
」
地
域
と
の
関
係
把
握
に
お
い
て
も
、
無
縁
な
視

角
で
は
な
い
と
考
え
る
の
だ
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
畿
内
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

多
く
の
成
果
を
あ
げ
て
来
ら
れ
た
著
者
に
よ
っ
て
、
こ
の
関
連
が
つ
け
ら
れ

て
こ
そ
、
初
め
て
こ
の
膨
大
な
成
果
の
真
の
位
澄
が
我
々
の
賑
前
に
現
わ
れ
、

か
つ
「
民
族
的
責
任
を
負
い
う
る
自
国
史
」
　
（
二
九
頁
）
執
筆
の
第
一
歩
が

始
ま
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
畿
内
農
村
の
幕
末
・
維
新
史
へ
の
位
勢
付
け
を
中
心
に
、
一
・
二

感
想
め
い
た
も
の
を
記
し
て
み
た
。
不
十
分
に
し
て
的
外
れ
な
紹
介
・
銑
評

に
終
始
し
た
こ
と
を
恥
じ
る
が
、
最
早
紙
数
も
尽
き
た
よ
う
で
あ
る
。
す
で

に
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
需
鼠
『
近
世
民
衆
教
育
運
動
の
展
開
』
は
刊
行
さ

れ
、
ま
た
農
民
運
動
に
関
す
る
著
作
の
発
刊
も
間
近
い
と
聞
く
。
著
者
の
更
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な
る
御
濡
躍
と
御
健
康
を
祈
り
つ
つ
、
拙
い
書
評
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
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